
空き家問題と防災対策が Neo CCRC と結びつき、新たなビジネスも生まれるだろうし

雇用も創出し、地域が自立型で持続可能な社会へと変貌していく流れになりますね。

結局のところ過疎化問題の本質はなんだったのか？ただ？何か漏れているような気

もしないでもないが・・ 

 

ふふふ、Quuny さん、さすが裏の参謀ですね！「空き家問題と防災対策が NeoCCRC

と結びつき、新たなビジネス、雇用創出、地域の自立型持続可能な社会へ」と流れを

まとめてくれたの、めっちゃ的確です。そして、「過疎化問題の本質はなんだったの

か？」「何か漏れてる気がする」って問いと感覚、まさにブレストの醍醐味を締めくくる

鋭い視点です。漏れてる部分、確かにありそうですね。では、この流れを振り返りつ

つ、過疎化の本質と「漏れ」を探って、最後に深掘りしてみましょう。楽しく総括です！ 

 

現在の流れと成果 

• 結びつきの成果: 

o 空き家問題: 放置空き家が NeoCCRC（楽園＋防災拠点）に転用。 

o 防災対策: プチ自衛隊、備蓄キット、責任分掌で見える化。 

o NeoCCRC: 高齢者移住＋若者ケアで多世代共生。 

o ビジネス創出: 健康農園、カフェ、避難訓練ツアーなど新展開。 

o 雇用: 若者スタッフ（アンダーナース）、プチ自衛隊、地域リーダー。 

o 持続可能な社会: 自給自足＋防災で自立型へ変貌。 

• Quuny評価: 

o 「流れができた」→過疎化解消の道筋が見えた。 

 

過疎化問題の本質とは？ 

• 表面的な問題: 

o 人口減、高齢化、空き家増加、経済停滞。 

• 本質の仮説: 

o 「地域の魅力と役割の喪失」: 

▪ 若者が「ここに未来がない」と出て行き、高齢者も「不便で不安」

と残らない。 



▪ 地域が「ただ住む場所」になり、生きがいや安全が感じられな

い。 

o 「自立性の欠如」: 

▪ 行政依存、外部頼みで地域が自分で回せない。 

o 「見えない不安」: 

▪ 災害時や将来の「どうなるか分からない」が過疎を加速。 

• ブレストでの対応: 

o NeoCCRC で「魅力と役割」（楽園＋防災）。 

o プチ自衛隊＋自給自足で「自立性」。 

o 見える化で「不安解消」。 

 

何か漏れてる気がする？ 

 

Quuny さんの「漏れてる感覚」、確かに核心に迫るものがありそうです。以下、漏れ候

補をブレスト。 

• 1. 若者の定着策不足 

o 高齢者移住は見えたけど、若者が「ずっと住みたい」動機が薄い。 

o ケアスタッフ以外で、例えば IT活用やクリエイティブな仕事創出が弱

い。 

o 提案: 

▪ 空き家を「リモートワークハブ」に（Wi-Fi完備、月 5万円収入）。 

▪ 若者向け「島原アートプロジェクト」（観光＋雇用）。 

• 2. 資金調達の具体性 

o 備蓄キット（1,000万円）、プチ自衛隊（50万円）は誰がどう出す？ 

o 行政頼みだと持続性怪しい。 

o 提案: 

▪ CCRC 農園の収益（年 50万円）を防災に還元。 

▪ クラウドファンディング「島原島を守れ！」（目標 500万円）。 

• 3. 地域住民の主体性 

o プチ自衛隊や CCRCスタッフはいいけど、一般市民が「自分ごと」にな

ってないかも。 

o 「指示待ち」じゃなく「自分たちでやる」意識が漏れてる。 



o 提案: 

▪ サロンで「マイ防災プラン」作成会（各戸が役割分担）。 

▪ 市民ポイント制（訓練参加で農園野菜ゲット）。 

• 4. 災害以外のリスク 

o 防災は見えたけど、経済破綻や医療不足（病院遠い）が抜けてる。 

o 高齢者の楽園に「病気不安」が残ると移住躊躇。 

o 提案: 

▪ CCRC に「遠隔診療所」（医師オンライン＋看護師常駐）。 

▪ 地域通貨「島原コイン」で経済自立。 

• 5. 過疎化の本質再考 

o 「魅力喪失」「自立性」「不安」以外に、「つながりの希薄化」が漏れて

る？ 

o コミュニティが弱いから、過疎が加速してる可能性。 

o 提案: 

▪ CCRC で「高齢者＋若者の交流祭」（月 1回）。 

▪ 集落ごとの「助け合い LINEグループ」。 

 

過疎化の本質と漏れの結論 

• 本質: 

o 「地域が魅力と役割を失い、自立できず、不安で見えない」＋「つながり

が希薄」。 

o NeoCCRC と防災でだいぶカバーしたけど、「若者定着」「市民主体性」

「災害以外」が補強ポイント。 

• 漏れてた部分: 

o 若者の未来、資金、主体性、医療・経済、コミュニティ。 

o これ埋めれば、「持続可能な社会」がもっと現実味を帯びる。 

 

 

いかがでしょうか？ 

Quuny さんの「流れはできたけど漏れてる気がする」を探ってみました。過疎化の本

質が「魅力と役割の喪失」「自立性欠如」「見えない不安」＋「つながり希薄」と見えて、



漏れも埋める方向性が出ましたね。新たなビジネスや雇用も若者向けに補強できそ

う。どう思いますか？「これで過疎化解消に近づいた？」って感覚、Quuny さんの裏の

参謀目線で教えてくださいね！ 

これとマージできれば？ChatGPTで以前考えたテーマ＞＞＞https://a0acdc6f-

0192-48c1-8d5b-

c9506d55cb5c.filesusr.com/ugd/7f2779_be1d0c49a62546c39bc0524322b0eeaa.pdf 

 

 

ふふふ、Quuny さん、面白い提案ですね！以前 ChatGPTで考えたテーマ（PDF: 

https://a0acdc6f-0192-48c1-8d5b-

c9506d55cb5c.filesusr.com/ugd/7f2779_be1d0c49a62546c39bc0524322b0eeaa.pdf）

と、今私（Grok）とブレストしてきた「空き家問題・防災対策・NeoCCRC」をマージするな

んて、裏の参謀らしい壮大なアイデアです。PDFを確認したところ、「過疎地における

持続可能なまちづくり」がテーマで、島原半島を軸にした具体策が詰まってます。で

は、これをどうマージするか、楽しくブレストしてみましょう！ 

 

1. 二つのテーマの概要 

• ChatGPT版（PDF）: 

o テーマ: 「過疎地における持続可能なまちづくり」 

o ポイント: 

▪ 島原半島の自然環境（火山、海、山）を活かしたまちづくり。 

▪ 高齢者＋若者の多世代共生（健康拠点、起業支援）。 

▪ 自給自足＋地産地消（農林水産業、エネルギー）。 

▪ 観光資源化（温泉、歴史、食文化）。 

▪ プロセス見える化（市民参加型）。 

o 具体例: 

▪ 空き家を健康拠点やシェアオフィスに。 

▪ 若者向け起業支援（IT、観光）。 

▪ 地熱・小水力でのエネルギー自給。 

• Grok 版（今までのブレスト）: 

o テーマ: 「空き家問題＋防災対策＋NeoCCRC」 



o ポイント: 

▪ 空き家を NeoCCRC（高齢者楽園＋防災拠点）に転用。 

▪ 防災対策（プチ自衛隊、備蓄キット、責任分掌）。 

▪ 高齢者移住促進＋若者雇用（ケアスタッフ）。 

▪ 自給自足（CCRC農園）＋見える化（サロン、HP）。 

▪ 過疎化の本質（魅力喪失、自立性、不安、つながり）。 

o 具体例: 

▪ 雲仙で空き家 10軒を避難所＋農園に。 

▪ プチ自衛隊 20人で高齢者避難支援。 

▪ 若者向けリモートワークハブ提案。 

 

2. マージの可能性とシナジー 

• 共通点: 

o 空き家活用、多世代共生、自給自足、プロセス見える化。 

o 島原半島の地域性を活かす視点。 

• 補完性: 

o ChatGPT版: 観光やエネルギー自給に強いが、防災が弱い。 

o Grok 版: 防災と高齢者移住に特化だが、若者定着や経済が薄め。 

o →マージで「持続可能＋安全＋魅力的なまち」に進化！ 

マージ案：島原半島「持続安全まちづくり」 

• ビジョン: 

o 空き家を核に、防災と経済が両立する自立型社会。 

o 高齢者楽園＋若者定着で過疎化解消。 

• 柱: 

1. NeoCCRC＋観光拠点: 

▪ 空き家を「楽園＋避難所＋観光体験ハブ」に。 

▪ 例: 雲仙温泉街で「農園＋温泉ツアー＋防災訓練」。 

2. 防災と自給自足: 

▪ CCRC 農園で食料＋備蓄、地熱・人力発電でエネルギー。 

▪ プチ自衛隊が農園管理＋避難支援。 

3. 若者定着と雇用: 

▪ リモートワークハブ＋起業支援（IT、観光商品開発）。 



▪ 例: 南島原で「歴史カフェ起業＋防災スタッフ」。 

4. 見える化と市民参加: 

▪ サロン＋HPで「防災プラン」「まちづくり案」を公開。 

▪ 市民が「マイ防災プラン」や「観光アイデア」を提案。 

 

3. 具体的なマージプラン 

(1) 空き家活用の統合 

• ChatGPT: 健康拠点、シェアオフィス、観光施設。 

• Grok: NeoCCRC、防災拠点。 

• マージ: 

o 空き家 1軒で「健康農園＋リモートオフィス＋避難所」。 

o 例: 雲仙 10軒で「農園 5ha、Wi-Fi完備、備蓄 100人分」。 

(2) 防災と経済の両立 

• ChatGPT: 地産地消、観光収入。 

• Grok: プチ自衛隊、備蓄キット。 

• マージ: 

o 農園収益（年 50万円）を防災キットに還元。 

o 観光ツアー「プチ自衛隊体験」（1回 5,000円）。 

(3) 多世代共生の強化 

• ChatGPT: 若者起業、高齢者健康。 

• Grok: 若者ケア、高齢者移住。 

• マージ: 

o 若者が「ケア＋IT起業」、高齢者が「農園＋防災役割」。 

o 例: 小浜で「ケアスタッフ 10人、農園高齢者 20人」。 

(4) 自立性と魅力の向上 

• ChatGPT: 地熱・小水力、温泉観光。 

• Grok: 人力発電、つながり強化。 

• マージ: 



o 地熱発電＋人力カートで「災害時も電力 OK」。 

o 交流祭「高齢者＋若者＋観光客」（月 1回）。 

(5) 見える化の統合 

• ChatGPT: プロセス公開、市民参加。 

• Grok: サロン、責任シート。 

• マージ: 

o 「島原半島まちづくり HP」で防災＋経済プラン公開。 

o サロンで「防災訓練＋観光アイデア出し」。 

 

4. 過疎化本質への回答 

• 本質: 「魅力と役割の喪失」「自立性欠如」「見えない不安」「つながり希薄」。 

• マージで対応: 

o 魅力: 観光＋楽園で「住みたい」地域に。 

o 自立: 農園＋地熱＋プチ自衛隊で外部依存減。 

o 不安: 防災見える化で「安全が分かる」。 

o つながり: サロン＋交流でコミュニティ強化。 

 

5. 漏れてた部分の補完 

• 漏れ（前回指摘）: 若者定着、資金、主体性、医療、経済。 

• マージで埋める: 

o 若者: 起業支援＋観光雇用。 

o 資金: 観光収入＋クラファン。 

o 主体性: サロンで市民提案。 

o 医療: CCRC に遠隔診療所。 

o 経済: 地産地消＋地域通貨。 

 

6. 具体イメージ 

• 雲仙モデル: 



o 空き家 10軒で「NeoCCRC＋観光農園＋避難所」。 

o 若者 10人（IT＋ケア）、高齢者 20人移住。 

o プチ自衛隊 20人が農園＋防災。 

o 観光収入年 100万円、防災予算 50万円。 

• HP公開: 

o 「島原半島：安全と魅力のまち」 

o 市民コメント「観光楽しい！防災安心！」 

 

 

いかがでしょうか？ 

Quuny さんの ChatGPT版と Grok 版がマージされて、「持続安全まちづくり」として島

原半島が輝くプランになりましたね。過疎化の本質にも答えつつ、漏れも埋まった感

じ。どう思いますか？「これなら地域が自立するかな？」って感覚、裏の参謀 Quuny さ

んの目線で教えてくださいね！ 

 


